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研究成果の概要（和文）：本研究は、医療における専門職連携が重視される状況で、医療者が専門職連携者とし
てのアイデンティティーをどのように形成していくかを探索的に解明した。卒前教育では、コミュニケーション
やチームとチームワーク、役割と責任など、専門職連携に必要な基本的コンピテンシーを段階的に獲得する学生
の姿を記述した。また、卒後の医療実践では、専門職連携に従事する医療者が困難を乗り越え、新たな医療人と
してのアイデンティティーを形成した経験を記述した。卒前教育の学生の認識と卒後の医療者の経験の語りとい
う2つの研究アプローチから得た調査結果は、卒前と卒後をつなぐ専門職連携教育の開発に寄与するものであ
る。

研究成果の概要（英文）：In the current context of emphasizing the importance of interprofessional 
work (IPW) in healthcare, this study explored how health professionals have formed their 
interprofessional identities. This study found that the undergraduate students gradually acquired 
basic competencies necessary to IPW through participation in interoprofessional education, including
 communication, teamwork and roles/responsibilities. This study also described how the health 
professionals have overcome the difficulties that were encountered in IPW and the processes of 
forming their ‘new’ identities as a health professional. These findings from the studies that have
 examined undergraduates’ perceptions of IPW and health professionals’ experiences in IPW will 
contribute to the development of interprofessional education that bridges a gap between 
undergraduate and postgraduate education programs.

研究分野： 医療者教育

キーワード： 専門職連携　アイデンティティ形成　医療者教育　質的研究手法
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 
 近年、患者中心医療の質向上のために、医
療専門職は連携して患者の治療やケアにあ
たる専門職連携実践(Inter-Professional 
Work, 以下 IPW)の重要性が国内外で認めら
れている。グレッグ（2000）は、各々の医療
専門職の態度や行動の発達には、医療を提供
する医療者としての自己認識、つまり専門職
アイデンティティーの確立が大きく関係す
ると述べている１）。さらに、IPW に従事する
際は、自分自身の専門職アイデンティティー
に加え、「チームでの協働方法や専門性の発
揮の仕方といった自己の在り方」を形成しな
ければならない。つまり、IPW での自己認識
は、参与する医療チームの文化や価値、規範
を自己の中に取り入れ、自身の形成した専門
職アイデンティティーと交渉しながら再構
築する必要がある。そのため、より複雑な形
成過程を踏むことが指摘されている 2)。以上
から、医療現場での IPW の重要性は指摘され
ているが、IPW における医療人としての自己
形成過程は、複雑・多様であり、従来研究で
は十分に解明されていない。 
 国内外の医療系大学は、卒後のチーム医療
実践の重要性を受け止め、他学部生と共に、
お互いから学びながら、お互いのことを学ぶ
専 門 職 連 携 教 育 （ Inter-Professional 
Education, 以下 IPE)を卒前教育に導入して
きている 3）。卒前 IPE の教育効果として、「他
職種の役割の理解と尊重」や「チームワーク
の重要性の認識」「自己の専門職の役割の理
解」「患者中心医療の重要性の認識」等が報
告されている 4,5)。しかし、多くの先行研究は
1 つの IPE プログラムの教育効果に重点を
置き、その長期的教育効果としての専門職ア
イデンティティー形成過程を検証した研究
は非常に少ない 3)。また、長期的教育効果を
調査することにより、指摘されている「IPE 
の教育内容」と「IPW の現場での活動」との
乖離をなくすために、IPW の実践内容を踏ま
えた卒前IPEプログラムの開発が必要となる
6)。 
 
 
２．研究の目的 
 
IPW における専門職アイデンティティー形成
過程とそこに及ぼす要因を明らかにするた
め、下記の研究目的を設定した。 
（1）卒前医療者教育における学部学生の IPE

の学習経験と IPW に対する認識の縦断的
参与観察 

（2）卒後の医療実践における医療従事者の
IPW の経験の語りと、「多職種連携者」に
になっていく過程の分析 

 
 
３．研究の方法 
 

（1）医療系学生の専門職アイデンティティ
ー形成過程の解析 
卒前 IPE カリキュラムの実施内容が異なる
複数の教育施設にてデータ収集を実施した。
対象者は、各施設の医学、看護・薬学・歯学・
作業・理学療法などの学生を対象にした。 
 IPE セミナーに参加する学生（29 名）を対
象とし、その討議場面のビデオ撮影を行なっ
た。逐語録にしたデータは、談話分析手法 に
より分析された。なお、ビデオ録画は、授業
参加者全員の同意を得て実施された。 
 また、IPE への参加学生（25 名）のポート
フォリオ（学習のふりかえり）の記述内容を
分析し、IPW に対する態度と専門職アイデン
ティティーの形成過程を検証した。記述内容
は、グランデッドセオリー分析手法を用い、
カテゴリー化・理論化を行なった。 
 
（2）医療従事者の経験の語りの解析 
研究協力に同意を得た IPW に従事する歯科
衛生士計7名に対し半構造化インタビューを
実施した。インタビューでは、卒前教育から
医療現場への移行期を中心に、多職種連携の
経験のふりかえりを促した。その際に、自身
の経験と関連づけながら「専門職としての役
割」や「IPW での役割」「多職種との協働の
認識」「患者ケアの方針・信条」等の意識変
化について想起させた。逐語録にしたデータ
は、グランデッドセオリー分析手法を用い、
カテゴリー化・理論化を行なった。 
 
 
４．研究成果 
 
（1）IPE セミナーでの討議（談話分析）： 
 
IPE セミナーは、参加者にとって医療チーム
内での専門職としての役割を深く理解する
機会となった。特に、歯科系学生は、他学部
生が口と全身の関連や口腔ケアを見過ごす
傾向にあると気づき、患者ケアにおいて歯科
の重要性を強調する事が自分の役割だと認
識した。さらに、歯科衛生学生は介護や栄養
指導の知識の必要性を実感し、自分の役割の
幅広さを再認識した。グループ討議では、単
に歯学的情報を提供するのでなく、多職種間
での討議内容を踏まえ、歯科領域の知識を共
有する場面が多く観察された。つまり、口腔
ケアや経口摂取を全身と関連させることで、
どのように多職種と連携して患者ケアに貢
献すべきかを考えることができた。以上から、
専門職意識が高められただけでなく、医療現
場での専門職連携が具体的にイメージでき
るようになったといえる。一方で、討議内で
「歯科領域の意見の切り出し方」「医療の場
での歯科専門用語の使用」「わかりやすい説
明」等の難しさを感じ、今後の課題も明らか
となった。 
 
（2）IPE カリキュラムにおける学習の振り返



り（ポートフォリオ解析）： 
 
ポートフォリオの質的分析から《コミュニケ
ーション》《チーム/チームワーク》《医療人
としての役割・責任》《グループでの役割・
責任》の４つの主要カテゴリーを抽出した 
（図１参照）。例えば、初年次学生の経年的
な認識の変化として、前期 IPE では、過去の
学習経験と異なる学習環境への順応により
焦点がおかれ、協働学習への〈積極的参加〉
〈傾聴〉といった《コミュニケーション》、
情報検索・活用に関する〈情報リテラシー〉
など、個人の学習行動に対する反省や達成感
の記述が多くみられた。初年次体験実習では、
施設利用者や医療従事者、患者との交流によ
り〈状況に合った言動〉〈世代の違う相手と
の話題構築〉〈患者の不安や痛みの理解〉の
重要性など、対人コミュニケーションに関す
る深い考察が多くされていた。また、医療現
場を見学することで医療人としての意識形
成の促進が認められた。後期 IPE では、個人
の学習行動に加え、患者の心情の理解を含む
《医療人としての役割・責任》や協働的態度
やリーダーシップ等の《チームとチームワー
ク》をより重視する振り返りが多くされてい
た。以上から、前期 IPE では、学習者中心の
グループ学習環境への順応に必要な基盤形
成、初年次体験実習では、対人コミュニケー
ション能力の重要性の気づきと医療人とし
ての意識形成、後期 IPE では、「個人」から
「グループ全体」への学習に対する視野の広
がりと具体的な医療人としての展望を持っ
た協働学習の実践が促進されている傾向が
見られた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（3）IPW の医療実践者の経験の語り（インタ
ビュー調査） 
 
IPW の文脈で強く意識された歯科衛生士のあ
るべき姿は下記の３つに分類された。 

①「自分自身の特性」として〈広い視野〉
や〈高い専門性（知識・スキル）〉を有
し〈根拠に基づいた言動・口腔ケア〉が

実践できる。 
②「患者との関係からみた自分」として円
滑なコミュニケーションを通して患者
との〈信頼関係を構築〉し、〈総合的に
患者を理解〉できる。また、〈社会的心
理的背景の理解に基づいた支援提供〉や
〈患者の意欲を引き出だす〉ことができ
る。 

③「医療チーム内の自分」では、口腔ケア
の専門職として〈リーダーシップ〉を取
り、〈組織のマネージメント〉ができる。
また、後輩歯科衛生士に対する高い〈教
育力〉の必要性を挙げた。一方で、IPW
において〈他職種の専門用語の理解〉や
〈顔の見える関係作り〉の難しさ、歯科
代表としての責任からくる〈心理的不
安〉を経験していた。 

 
 つまり、歯科衛生士の事例研究から、IPW
におけるアイデンティティー形成は、共同体
への参画とメンバーとの関係性を通して形
成されることが明らかとなった 7）。また、自
分自身の専門領域の共同体（歯科チーム）と
多職種連携の共同体を行き来する経験や具
象化されたツールの開発を通して、「協働者」
「共同体管理者」「教育者」「エキスパート」
など新たな自己意識の形成が促された（図
２）。さらに、こうした参画を通して、各々
の共同体の発展にも寄与することが示唆さ
れた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（4）今後の展望 
卒前 IPE で得られた学びは、チームとチーム
ワーク、コミュニケーション、役割と責任の
カテゴリーが抽出されたが、先行文献にある
価値観と倫理の記述内容はあまりみられな
かった。これは、医療人としての価値観と倫
理が医療現場の経験を通して醸成される場
合が多いためだと考えられる。今後は、シミ
ュレーション教育手法の活用や臨床実習に
IPE を導入する教育開発が必要になってくる。
また、卒後の医療実践に目を向けると、本研
究で対象とした歯科衛生士は、IPW において
自身の専門職と専門職連携者の２つの実践
共同体を認知的に行き来することが観察さ

図１ 

図２      



れた。特に、専門職連携では、個人レベル、
チームレベル、組織レベルで各々難しさを感
じていたが、IPW の実践共同体への主体的参
加や他者との関係性を通して、専門職連携者
としてのアイデンティティーを構築してい
った。今後は、医療者が抱える IPW の難しさ
がどのように克服されていったのかの具体
的な事例をさらに蓄積する必要がある。 
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